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技術進歩、経済成長、価格

小　　林　　好　　宏

　　　　　　　　　　　　　　は　し　が　き

　筆者は、これまで寡占経済の諸問題を、主としてその動学的な理論体系への

アブPt　一チの手がかりとしてとりあげてきた。それらは、理論分析体系の面か

らいうと、ミクロ的な寡占理論、マクロ的な経済変動および成長理論の二つの

種類に分けられる。だが、それらの展開は、その背景に寡占経済をどのように

把握するかという問題を含んでいる。

　ケイソズの経済学をそのまま一般化することは・30年代の不況の不当な一般

化であるということがよく言われ、ケイソズ理論は、30年代の不況を背景にも

った繍理論だということ汎ぽしば主張されている・たしかに・ケイソズ理

論は浬論の性格としては、麟的であり・かつ静学的である・だが・ケイソ

ズ革命の一つの成果は、現代の資本主義を理想的均衡の欠如する経済として把

握した点にある。過少雇用均衡がそれである・そしてそ娠本原因は・寡占・

ないしは独占のメカニズムにある。ケイソズが独占についてどれ程意識してい

たかは別にして、ケイソズ体系は、まさに寡占経済の特徴を内に含むものであ

った。そして、それが停滞化、慢性的失業と結びついているところに意義があ

る。その鰍で、不況の理論、麟の理論は・5虫占寡占のメカニズムが頗的

に具備している特徴を体系化したものと言ってさしつかえないであろう・筆者

の意図は寡占経済を、基本的には停滞化へ向かう傾向においてとらえ、それを

もたらすメヵニズムを、主として市場価格の機能のうちに見出し・それをもと

にして動学的な理論体系をうちたてる点にある。

腸価格の機能において完全競争の・カニズムと寡占繍のメカニズムとが

勲るのは、前者において価格が弓勒的であり・景気感応的であるのに対し・

後者においては価格が下搬酬」である点である・価格の下鞭直性カミ繍成

長に影響を与えるのは港に技縫歩との関連においてである・価格は霰の

増加騰であり済螺の費用の増加関数であるが・技術進歩率の減少蹴で

ある。したがって、本来成長過程において価格の低下をもたらす作用をもつの
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　一74』（522）　　第　巻第

矯灘繍響噺である・だカミ・価格の下方醗は・そのよ

　　寡占繍において・脇が下鞭直白勺であることが誠長にどのよう嫡果

級ぽすか・この龍を二つに分けて考察できる。①賄進歩の成果の波及

の形における二つのメカーズムの相異が・繍成長にどのように影響するヵ、

野齢価格㈱轍術選択の上1’こどのように影響する侃の二つで

　　技縫歩の成果は涜鑛鰹済におし・ては価概下に吸収され、寡占経済

におし’ては・難所得囎大に卿又される・最も単純化して表現すると、技術

進歩の効果は洗全講のもとでは一定の館薦において価格の低下と実
質所得の増大をもたらし・S占繍のもとでは・－fEの酪こおいて、　k・ms所

観頬鵬の鰍をもたらす・その繍よ洛生螂門の相互取引の過程を

驚警る・騰争に概は1酌波及が・寡占におし・噺得の波・

寡占繍において識縫歩の成果が貨幣鵬囎大畷収されるのは識
雛歩によって生じた超過利瀞競物過程で甑することな個定化するこ

とによる・鍬した難所徽趨過禾り潤畷収されてそれ鍛資にふりむけ

られることもあるし・又難飴吐昇に吸収さ悩こともある．だがいず

れの場合にも疏蝋争罷に捌る場合よりも湘畑縞備となる。
資本財部門噸占的・カニズムがそ了き亘っている船には演本財酪カミ下

方鞭酬となる・それはその資本貝オ蠣入する他の部門の原欄コストや、

贈驚トの低欄む・　とは・撫・齢上にか鰍きな影

輔は凝徽長の分析体系の中に繭格鱒入し、技術勘の価繭果を
中心にして、寡占経済における成長の態様を説明する

　　　　　　　　　　　経済成長過程における価格の位置

従来・ケインズ的なマク・的所得分析触抽こもとず働学理論において

は護用韻用を除く鵬の麟や厳を扱かっていたために讃用＿価翻
係の視点が除かれていた・だ幽本財1面格は、消糊醐にとってはコストと

なるし洞時に讃本財部門自身のコストとしてはねかえってくる．所得分析

において価格麟轍湖合には・需難因からの分析が中心となり、コスト

要邸賭されがちである・仮にそ｝zをとりいれたとしても、分配職固定し



　　　　　　　　　　　　技術進歩、経済成長、価格　　　　　　（523）－75一

ておいて、賃金コストと物価を比例的に結びつけるコストプッシュイソフレ理

論のような説明しかなされない。
個個の生産物価格の決定に際しては・原料コスト・減価償却コスト等の影響

がきわめて大きい。エクスタイソとフロムは・1947年から1958年の間における

アメリカ鉄鋼価格の急上昇が、卸売物価の上昇に直接寄与しているだけでなぐ・

他の部門のコスト上昇を通じて他の卸売物価に与えた影響がきわめて大きいこ

とを示している2）。鉄鋼のように他部門において消費される割合の高い主要原

料の価格騰貴は、全体としての価格に大きな影響を与える。アメリヵにおいて

は、このような主要原料部門において集中が進み・管理価格体制がとられてい

る．管理価欄度による価格上昇が・禾1」潤の増大に帰せられるか・賃金騰貴に

帰せられるかは別髄として、コスト上昇輌格上昇に転化しうるところに管

理価格システムの特徴がある。このような価格体系は・更に企業の技腿択行

動こ影響を与えるであろう。それは経済成長全体彫響をもちうる・

　ところで、有効需要論からアプローチする経済変動理論においては・ボルト

　　クに至るまで価格上昇は問題とされない・だが需要要因から価格上昇が説

明されるとしたら、設備のキャパシティを越える需要の増大は・価格を上昇さ

せるはずである。だが、資本ストック調節原理とも名づけられうる投資関数の

理論は演本不足が投資の誘因となる・他方・伝統的鯉論においては・翻

な設備スト。クの存在瓜上昇過程の必要条件である3）・古典鰍理論とケイ

ソズ的な理論では、キャ・・シテ・の扱力・い方にこのような相異がある・

　市場形態の問題を一一応別としても・キャパシティと需要・および価格がそれ

ぞれどのように関連するか、一・に言って動態過程において・価格の問題は・

統一的に説明されていない。
　動態過程における価格の問題のM一的な説明は・・ク・的な価鰍定理論と

マクロ的な価格変動理論の統一一’、古典的な動学理論とケイソズ的な動学理論の

統一という課題に答えることになる。
　　ところで、寡占経済における価格の問題に再び議論を戻そう。寡古経済にお

ける価格の下鞭直性は、マークア・プレートの固定性にその原因観出すこ

とができる。それが不況期における1面格の下方灘性・更には過剰設備や失業

　と価格上昇の併存を説明する主要な要因となる。ところが，

レー泊体が，いかなる槻で，ある固定した水準に保たれうるかは・不明確

　である4）。これは，平均原理にたつところから生ずる。というのは、マークァ

　ップレートは、同時に分配関係をあらわす。マークアップレートの水準につい

1
11

／

樋喧

1！ilii

l
！l

l1

ill

l
！

！

　

ll

／

　

！

ii／

itlii

螺

騰



L、一＿一一

　』　76　一一（524）　　第　巻第号

驚塑ることは・平均原理剛る分配率の決定の根麟ることにつ

8濫総藩孟㌫濃・〔2・〕などにみられる・

④

ξll鞍髄轟ll構欝葺蹴1雀1

　　　　　　　　　　経済成長過程における技術進歩の位置づけ

繍賑理論は凋知のように一・ッドげ一一の理論を起点とする、）

注がれ・しかも躾をそのような駒こおいて把握しているかにみえる。

し・を二鰻二二鷺係幣？雛瀦饗熱鞭2

藷灘1轡れた側面として・こ嚇齪生産関数についての仮
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．、。ッドの生翻数においては漂素の代灘がない・す励ち・鴇螺

㈱に労働の生灘、灘噸本労働比率をとると原点樋る直線となる゜

　　Y＝F（K，N）

着一f（K　，1N）

　Y：所得、K：資本量、　N二雇用量・

（2、2）式は、労働の生産性が資本

労働比率あるいは迂回度の関数であ

ることを示している。直線の勾配はσ

で示される。

　　　　Y／N　Y　　　　　　　　　　　　　（2、3）
　　σ＝K7N＝K

σは資本の生産性である。σがコソス

タソトであるからその逆数である資本

産出比率はコソスタソトである。

　このようなハロッドモデルにおいて、

来

（2、 1）

（2、2）

　　　　　　　　　　　　，Ld

第　1　図

1慧1鱗慈驚漿鱗あ羅離認鷺響

関数であるが、増加率は逓減する。す

なわち、資本が労働に代替されるにつ

れて、資本の生産性は逓減することに

なる。資本の生産性σは、ますます小

さくなる。

　この生産関数は、資本係数の変化が、

適正成長率と自然成長率の一致をもた

らすことを可能にすることを意味して

いる。調整機構の導入として、この資

聚

第　2　図

衆

本係数の可変性の問題について若干検討してみよう。

新古典派の離・ヵニズム搬討するために・・…ドの灘的イソフレあ

るいは灘的蝶の条幽こついてみる・Gn＞Gwの時・G＞Gw・C「＞Cであ

り、この場合wallliiB勺イソフt・・－Y。ソー至る・逆に・Gn＜Gwならぽ・G＜

Gw，　Cr＜Cで、慢性的停滞に至る。

！

il

l
ll

1

　

l
／

！



t

＃

膳する讃本蠣比率は上昇する。こkeeま、　C，を鰍させ、　C。は

く・かくてC・＝・C・Gw・・Gn　・Gとなる。

新古典派の特徴・一つは・利廊の伸雛を駐ての資本係数の可

の比率と適正厳率を決定する社会の貯簸求の間の相異、す姉

の霰と貝旛の供給め相異である．…ッドにおいては、Gn－Gw
すに麟禁あ　あるか・小であるかtlこよつ欝が生ずる

ハ゜ッドの中立的技縫歩につし・て・四つの問題点がある。

（1）利子率一定で資本産蹴率一liEを意味する。

（2）ある利子率のもとでの蠣の生産性と資本労働比率の変化は演

比率を一定に保つ・この条件は一会姜儲なら、第・図にマ。チ

③意護鞭立聯れを総する・これは・技㈱の紬な

一 78－（526）　　第・5巻第・号

Gn＞Gw・G＞Gw・C・＞Cのヶ一スカ・らみよう．C，＞Cであるから

と資本不足姓じつつi　te］衡から轍する。所与の貯蓄率と所勃

のもとで漂前畷資噂前的貯蓄を上廻る。かくて噺畝派の

は刷子率の問題力棚される・利子率が上昇すると、労鰯鮮

る・正常な縦産蹴への復帰醐る．資本労蹴率oま低下する

他方・もしGw＞G・・Gw＞G・C＞C・なら過乗麟があって投

し・蜘端となる・淀の貯講のもとで、事前的貯蓄聴前的投

る・縮典派的プランのもとでは刷子率をま低下する。蝶家鵬本
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（4），、。。ドは沖立醗明の流漉考えるのに・他の表現を用いる・すな

　　わち、もし所得、産出量と資本の成長率が資本産出比率を・一・一・L定に保つよう

　　なものであるならぽ、発明の流れは中立的である。もし資本産出比率が上

　　昇するなら、資鞭用的か労麟約的技看薩歩である・逆の場合は逆であ

　　る．もちろん、これは利子率の一定評1仔率一債金靴率一定を前提に

　　している．この比率の変化は、要素の拳謄をもたらすだろう・これは新古

　　典派成長モデルにおいて強調されてきたところである。

，、。ッドの定義とヒ。クスの糠の比較ウよ・これまで多くの鵜によってと

りあげられている・・．この比較によって…恥ド磁術進歩の齢をみるこ

とができる．．・恥ドがヒ。クスの定義と自分のぞ纏比較した叙述を若干引

用してみよう。

「ピックスの臓は溌明の中立髄撫な弾力性セこ簾せしめている・他

産業における資本と労卵代替の粥コ性・締全体として・それら腱物を用

いる他産業の需要の弾力性等に1衣存する．かくて発明の中立性は溌明自身の

棘的雄格に全く無関係備況ltこ依存する・（こ榔対して…セ筆者）私の

定Xは、翻自身との関連でのみその・性齢瀧する……”“」‘’

　以上のことから二つの点が問題になるQ
（、）．、。ッドは溌明躰来的ブよ・技術鰍性髄もとにして頒しようとし

ている．中立性は潰本と労働の代替の弾力性よりも・発明の技術鰍’性質に

依存する。（2）…ッドは洞晦こ・発明a）中立的な流れに関心をもつ・これ

は、長期的磁術知識の流れという考え方薩礎を置いている・

＿
fiヒ。クスは凄素の相対鵬の変イヒから醗される技縫歩と泊然的

に生ずる技術進髄区別する・・．経済的条件に依存する技術進歩のタイプに関

心を抱く彼としては、当舗者、すなわち・観され嵌術欝の方鍾視す

る．ヒ。クスは瀞態的世界におい儒発された技縫歩に関心をもち・ハ゜

。ドは渤態的世界において自生醗明に関心をもつ・そ撒・ヒ・クスは生

産関数に沿った移動、あるい姓産関数の一度だけの移行に関係する・他方・

．、。ッドは生産関数の継続鰍移行を検討している・総生顔数f・（K／N・1）

が与えられると、本来の労働生産性を（K／N）・の資本労働比率のもとでの

（Y／N）、であると仮定する．第3図のAにむかって原点からひかれ題線の勾

配はa　tlこ等しい。雛産麟がf・ヵ・らf・にシフトすると・資本労蹴恥

K、／NからK，／N一と上昇させる技術革純じて調の蟷は（YN）、
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零

から（ΣN）。に増大する。この

　間、資本産出比率一定である。

　これは中立的技術進歩である。

　もし一度だけのシフトのかわ

りに・継続的なシフトがあっ

たなら、中立的技術進歩と表

示した直線に沿ったものにな

る。中立的技術進歩のもとで、

資本の生産性と資本産出比率

は不変にとどまる。第4図に

おいて、C点の方向への技術

変化は、資本節約的技術進歩

であり・α〉σである。D点

の方向への技術変化は、資本

使用的技術進歩であってβ〈

σである。

　ハロツドの技術進歩の分類

は、資本産出比率の動向をも

α紛，

（聚）、

㈱、　（堵）、

第　　　図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　図
とにする纐であり・利子率淀のとき、資本産出比・＄・h・’・一定にとどまるよ

①ハロッド〔5〕ドーマー〔4〕参照
②　トウーレット〔25〕参照

麟謙留してJ°E・ミード〔1・〕がある

⑤J・R・ピックス〔26〕参照
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　　　　　　　　　　3．新古典派の経済成長理論

，、。。ド・・、ドーマー・・の成長理謝ミ、技術係数の固定性を前提にした不安

定体系であったの耐し漸鹸灘可変鰍術係数の想定・あるいは分配率

の変動を媒介にして、安定均鰍長槌求している・ケイソズとの関係で言う

ならぽ、一般理論3）においては、投資が所得水準、貯蓄水準を決定するという

投資決定型のモデ・レであるのに対し・・…ド・ドーマーの体系では・一面こ

おいてきわめてケイソズ的であるのに対し、傾では・貯蓄の供纈ミ独立鰍こ

与えら泌という貯蓄決定型的側面も有してし・る・その点で・投鰍定論を徹

底させて、そ纏動態理論にまで拡張しえたのは・カ・レドア4’　”（i’あるといえよ

う．そのことは、投資の変動こ主導因を求める理論力瀞態的均衡理論であるの

に対し渤態職は、古典的顧本蓄積、購醗展の動因であるとする立場

でつらぬかれてきたところにある。
新古典派の理論においては、ケイソズ的有嬬要論の立場は背後におしやら

れ、ケイソズ的な過少雇用均衡の問題は無視された・それは古典派への復帰で

あり洞時に完全競争の理論の復位である・新古典派の立場を代表しているも

のとして、ソPt　・－5）、ミード6）、宇沢等7）を挙げることができる。本節では、

特ににソ。一の成長モデ・レ礁点をしぼり・新古斯成羅論の問題点鹸討

してみよう。8）　　　　　　　　　　　　　　　　　）t

　記号

　　Y……実質国民所得

　　K……実質資本ストック

　　L・…・・労働人口

　　y一釜一人・一人当り生産性

　　k一釜・・…資本集鍍

　　s……貯蓄性向（社会全体についての）

　　sw……労働者の貯蓄性向

　　sp……資本家の貯蓄性向

　　λ……労働人口増加率（一定と仮定される）

　　d……資本減価償却率

　　π……資本利潤率

　　　ω……賃金率

ll

／

ll

／

ill

門

／

！l

！

　

野

，ll

ll

1

㌔

1

無

￥
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1，1

．襖

・1’

’u

／l

l

夢

△Kは、

　　△K＝・・L・f（k）

これは次のように表現される。

　　△K・＝L・△k十k・△L

　　　こL・△k＋k・λ。L

ここから、ソローの基本方程式が導かれる。

　△k＝＝s・f　（k）　一一λk

kと△kの関係から・購積輸される・第5図のk・におし・て、，rf（k）

　　qミー………賃金率と利潤率の比率

　　μ……資本と労働の代替の弾力性

搬罐灘熟慰∴薦こ1畿謙輪驚讐係

謙懸騨繋灘灘麟宏篶欝黛∴募1

生産関数は

齪

誓謙縞備繋燃麟鴛1こ、総磯i豹欝畿

＝λkである。s・f（k）は、労働人

ロー一人当りの貯蓄＝投資であり、

λkは・資本集約度に労働人口の

増加率をかけ合わせたものに等し

い。k＊において△k＝o，すなわ

ち・k＝k＊でskはコソスタソト

となる。k＊のもとで、資本蓄積

率と労働人口増加率は等しくな

る。何故なら、

　λk＝＝s。f　（k）



t

　　s。f　（k）　≦λ、k

にしたがって、

　　△k≦o

　　　　　　　　　　／

となる。それ故に、k＊は安定的均衡値である。もっとも安定的な均衡値がえら

れるためには、s・f（k）とλkとが、第5図のようなかたちで交わる必要があ

る。それが可能であるかどうかは、s・f（k）のかたちに依存するd第5図の

s・f（k）曲線は、sのきわめて安定した値を前提にしている。と同時に・投資

二 貯蓄が前提とされている。労働人ロー人当りの所得、すなわち生産性は・k

の増加と共に増大するが、増加率は逓減する。それに社会全体の貯蓄性向をか

け合わせたものがs・f（k）曲線で描かれる。だが、貯蓄がすべて投資されると

いう仮定をはずすなら、このような安定的均衡の可能性はくずれるだうう。

　ソロ　一一モデルにおいては、労働人口がすべて雇用されることが前提されてい

る。すなわち、完全雇用が想定されている。ということは、均衡が・労働人口

増加率と資本蓄積率の一致によってもたらされること、y、　kが、それぞれ所

得と資本に対する労働人口の割合で示されることからも明らかである。

　このように、新古典派モデルでは、ケイソズ理論の発展の上にたちながら、

それは、きわめて古典的であり、セイ法則への復帰であると言っても過言では

ない。又、分配論についても、カルドアが有効需要論を徹底させ、乗数理論に

よる分配論を提示するのに対し、新古典派の場合には、限界生産力説に立脚し

ている。それは同時に、完全競争の前提にたつことともつながる11）。

　寡占経済の問題は、ケイソズにおいてその萌芽をみた。だが、その後の成長

理論の展開は、寡占経済の問題の動学化ではなかった。

①RF．ハロッド〔5〕参照。
②E。ドーマー〔4〕
③ケインズ〔9〕。
④N・カルドア〔7〕、カルドアの成長モデルにおいては、短期分析と長期分析の両

　面のアブn一チが行なわれている。本来短期理論的な有効需要分析を、長期分析に

　まで発展させた点で、カルドアはケインズ理論の長期化、動学化に最も成功してい

　るとも言えるが、彼のモデルは、他の新古典派理論と同じように完全雇用均衡成長

　を追求するものであった。

⑤　ソロー〔19〕参照。

：l！l

lil

！l

伺

／

li

ll

1’／［

1［

煽

瀧

ll［

遡

／



e

　⑥ミード〔10〕
　⑦宇沢〔20〕〔21〕

　　　　Y－L・F（Kτ，1）

　　　　釜一F（Kr，1）

　　と改めることができる。

⑩（3・3拭の右辺のうち・L・f（k）－L・・－L・釜であるから、所得をあらわす．し

攣誰穀幽驚蛮隷蝉警齢さ無塩、
舗醗？認聡賃鍬鞠限界生産力に・利潤率は資棚界生産

　　　π＝＝f’（k）

　　　・－y＿kπ　　　　　　　　　　　　　（3・1）’
　　　　－f（k）－k・f’（k）　　　　　　　　（3・2）’
分配関係は

　　　・÷塾）藩軌畿　　　　（3．3），
均衡分酉己率9＊は・kとの関連で与えられる．（3．3）’式をkで徴分すると、

　　　　　　　　〔f’（・）〕r＞°　　　　　　　（3．4）’

驚難瀞）驚欝竣繍数として示すと・

　　（3．5）式は、

　　　　△kニ・・f〔k（q）］・一一．・k（q）

　かくて
　　　　　△k　・・f〔k（q）〕

　　　　　　　　　k（q）

　　　　亘畿lq）〕一・のとき、筆・

享繋あ算灘鷺綴轡峯薫上くなるような・分配率・の醜在

　　　　　　　　　　　　　　マルクスの均衡成長モデル



げ

門相互の依存関係を通じて、特定部門に生じた技術進歩・価格変化・所得の変

化等が、全体にどう波及するかを明示する点にある。本節では、まつマルクス

的立場からする部門間の均衡成長の条件、利潤率、分配率、技術係数、資本蓄

積率、および成長率の一般的関係をみる。さらに、分配率と投資率の関係を、

ヶイソズ的立場と比較しながら検討する。さらにまた、寡占経済の特徴を、部

門間の格差によってあらわした場合に、成長過程にどのような相異が生ずるか

を検討する。次の仮定をおく。

仮定2によって、機械と原料との区別を除く。

が、他部門のコストに即時的に波及すること、

要素の相対価格は、利子率と賃金率ではなく、

を示す点にある。

用いるため，、・‘資本の供給価格としての利子率の決定根拠はうすれてくる。利子

率にかかわる困難性を避けるために、資本財価格と賃金率の関係を技術選択に

かかわらしめることにする。記号を次のように定るめ。

経済は、資本財部門と消費財部門の二部門からなる。

資本財は、一期間にすべて消耗する。

部門内部における各企業の生産条件は等しい。’

両部門において同質の資本財が用いられる。

生産物の価値は、その生産に投下された労働時間ではかられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　この意義は、資本財価格の変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　技術選択に際し、影響を与える

　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本財価格と賃金率であること

　　　　　ここでは、一応限界生産力説を拗棄し、マルクス的モデルを

記号

Ki…物的資本財の価値

Wi…賃金総額
Mi…総剰余価値（利潤総額）

Ti…総産出額

Ni…雇用量
Si　…貝守蓄i量二

SPi…企業貯蓄額

SWi…労働者からの貯蓄額

SPi…利潤からの貯蓄性向

SWi…賃金からの貯蓄性向

次の関係がある。

Yi…所得
ni…資本の有機的構成（実質資本比率）

Vi…資本係数

mi…剰余価値率（分配をあらわす係数）

Wi…賃金率

Pi…利潤率

　　…0、　1、

　　…全部門

　　…資本財部門

　　…消費財部門
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　　　Mi
rnl＝
　　　Wi

WドWiNi
SPi＝SPi　Mi

SWi　・SWi　Wi

Yl＝Wi十Mi
・・一

器iτ

・i－一筆

第15巻　第5号

（4．1）

（4．2）

（4．3）

（4．4）

（4．5）

（4．6）

（4．7）

mIは資本と労働の分配関係をあらわす係数である。　n、は資本の有機構成

一一 N－一である。Y1は、資本減耗部分を含まない純所得であり、賃金と利涯

るが・そ撚吐ソ・ソの類資靴率に照応する・・．すなわち讃本財

産するのに要する労働と資本財を操作するの腰する労働の比率である。

単位で表示した資本財と労働の比率ともいいかえることができる。すな

Kw

なる・資本係数・は讃本財と所得の比率である．だ瓜この場合の資本

は、年々更新され、いわゆる資本ストックの概念とは若干異なる。けれと

こでは便㌣噸轡と呼ぶ・資本係数v1蹴のよ職現でき
Vi＝”Y7凹＝W覧てf干盃丁）＝－f器マ

　　ρドK喜wr＝冗「荏

　　　　　　　　　　＿．遮｝i
　　　　　　　　　Vi（1＋mi）＋1

濫垂、＞9翫く③1ζ1＜・

の関係がある2）。

　両部門の生産物は

　1．K1＋W1＋M1＝Tl
　ll．　K　2十W2＋M2＝T2

（4．8）

それゆえに、niはs

　　n・＝v・（1＋m・）　　　　　　　　　（4．9）
資本の有機的構成n1は、資本係数と分配をあらわす係数m1よって示

る。niは、技術進歩の性格を規定する上に重要な意味をもってくる。

　利潤率は、投下総費用あたりの利潤として示す。

　　　　　Mi　　　mi

（4．10）

（4．11）



ず

静態的蠣の条件　　　　　　　　　　／／
馨欝耀鵡翻欝欝盒？1麟についてみよう゜l

T・－K・＋K2

かくて、

K・＋W・＋艇蹴工謡　　　（4ユ2）　1
饗難寧繍件繭部門の所得の舗T2に等しいことをも・　li

T2：繍1＋W、＋M、　　　　　　！
かく劉繋＝w’＋M’＋職　　　　　／
　　K、－W・＋M・　　　　　　　　　　　1

する。貯蓄は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　。pM、一・pmW、　　　　　・　　（4・13）
貯蓄が次期の資本財の購入にふりむけられる割合は、

　　　K　　　　n
　　K＋W－n＋1
nが増大すれば、次期の資本財の購却こ劫むけられる割合は増大する・次期

の資本財への投資は

　　　・pM・五下了一・pmW・評i　　　　（4・14）

Wln－Klから、繊資はK・・謬｝iとなる・次期の轍資は・

　　　K・＋K・鐸nn－K・（・＋藍解・　　　（4・15）

この場合の認甲、は・資本蓄解に照応する・

　　消費は賃金と資本家消費の合計に等しい。資本家消費は

　　　（・一，p）M、一（・一・p）mW・　　　　　（4・16）
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　　一　88　”一（536）　第15巻第5号

貯蓄轡のil金支嬬にふり鵬れる割合は

　　　　K＋W＝n＋f
　　である・したがって・嫡の飴支勧増加分ウま

　　　　spmWir．L
　　　　　　　　n十1
　　である。

　　　両部門の醐額とその支出形態徽のようになる。

　　　1’　T1　＝＝　K・＋W・＋W・m（・一・p）＋鵡・pmW、＋鵡、pmWl

　　　ll　’　T2＝K・＋W・＋W・m（・一・p）＋ffe、・pmW．＋正早、、pmW2

　　　T・＝K・㌔e・・pmW・＋K・＋詳、・pmW2

　　　　K1＋W・＋W・m（1－一・p）＋五旱丁・pmW・＋鵡一spmW1

　　　＝K・＋ガ撃丁・pmW・＋K・＋五華、spmW2

　かくて、資本財の需給均衡条件は

消費齢蟹）＋ガ‡・spmW・－K・㌔旱・・pmW・（4

　　T2＝W・＋W・m（1－一・p）＋n一穀一spmW・＋W。＋W、m（、一、p）＋．．一一．－

　　sprnW2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n十

　　K2＋W・＋W・m（1－一・p）＋鵡・pmW・＋鵡、・pmW2

－＝W∵1m（1－sp）＋n｝・・pmW・＋W・＋W・m（・一・p）＋五占・pm

K2＋酊spmW・－W・＋W・m（・一・p）＋蓋聖、W1

ごろで’諜rspmW・＝詳τ・pmK・である・（4・・8）式はUXIO　lk　5　iz

K・＋鵡K・＝＝W・＋W・m（・一・p）＋n｝、・pmW1　（4．1



『

均衡資本蓄積率をrとすると

　　　　spm
　　　n十1
タイムラグを付してあらわすと、

　　Kit　・＝　Kit　一　1（1十r）

　　r＝ρsp

利潤率、利潤からの貯蓄率が大である程、

（4．21）

（4．22）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資本蓄積率は大である。sp＝1な

ら、利潤率と資本蓄積率は一致する。貯蓄がすべて投資されるという貯蓄主導

型のモデルにおいては、このように利潤率が高い程、蓄積率は大きい。nが一

定ならぽ、資本財の増大率と所得の成長率は等しい。この場合、rは均衡成長

率でもあり、ハロッドのGwと一致する。技術進歩を伴なってこのような発

展がなされるとすれぽ、それは中立的技術進歩のもとでの均衡成長である。所

得の成長は

　　Yt＝Yt－－1（1十r）　　　　　　　　　　　　　　　　　（4．23）

　次に、利潤率、資本蓄積率、分配率の相互関係についてみよう。資本の分配

率は一耳菰，労働分配率は1「緬である。

　　Mi＝（Ki十WiNi）ρi　　　　　　　　　　　（4．24）

　　YiニWiNi十（Ki十WiNi）Pi　　　　　　　　　　　（4．25）

（4．24）式を（4．25）式で割ると、資本の分配率がでる。

　　、＋m一讐一ρ・（・＋一う

資本の分配率は、利潤率と資本係数であらわすことができる。純投資をIiと

すると、Ii＝Kir＝Ki」里里である。したがって投資率は

　　f・　－V「＝Sh°V°ρ

かくて

　　1＋mn＋1　spY
である。

　（4．28）式は、資本の分配率が増大すると投資率が増大することを示してい

II
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l
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l
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欝
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懸・
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る。mが増大すると、資本係数の低下によるnの低下によって相殺されない限

り・マは大になる。だが（4・28）式だけをと，りだしてみると、この関係を逆転

して、マが大になると1＋m

貯蓄が決まって投資が決まるというパfi　一一ソを示しているから、前者であるこ

とはもちろんである。だが、マの方に独立変数的な役割を認めると、

嬬要論の立場からする分酉己論になる・もし追加信用の供与によってマが鰍

したとする。これは意図した資本蓄積率が均衡資本蓄積率を上廻ることを意味

する。完全利用のもとでは・この過程で資本財価格の騰貴が生ずるだろう。均

衡は撹乱される。この均衡を回復させるのは、分配率の変化か資本係数の変

化のいずれかである。安定化のメカニズムが働らくとすれぽこうである。意図

した資本蓄積率が均衡資本蓄積率を上廻ることによって資本財価格を騰貴させ

る・その結果貨幣飴率が不変にとどまっているならぽ、醤を低下させる動

機が働らき、それはVを低下させる力として作用する。Vの低下は、均衡資本

蓄積率を大ならしめる。

　分配率による調整メカニズムはこうである。資本財価格の上昇は、完全競争

のもとで資本財部門への資本の流入を増大させる。消費財の供給は需要に対し

て相対的に縮少し・消費財価格が上昇して両部門の価格が平準化するに至る。

その過程で実質賃金が低下する。その結果、資本の分配率は増大する。この過

程は、カルドアによる説明と基本的に同一である4）。ただ、カルドアは二部門

分析を行なっておらず、一般物価水準の変動を媒介にして説明しているが、実

質賃金に影響するのは消費財価格であるから、資本財価格の上昇から消費財価

格の上昇が誘発される過程を、そこに付加しなけれぽならない。

　又、カルドァの場合は、完全雇用を前提とすることによって、はじめて価格

騰貴を説明しうる。過少雇用の状態のもとでは価格変化は説明されない。だ

が、このモデルでは、完全利用均衡成長からの乖離が、価格変化をもたらすも

のと想定される。これは、マルクス的な立場では、生産に先だって生産に必要

な資本財と、労働者の消費資料が、あらかじめ存在していなけれぽならないと

想定されることによる。すなわち、マルクスの場合には、これら資本財や消費

財が、前貸しされる、あるいは前払いされる、と考えられている。したがっ
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技術進歩、経済成長、価格 （539）　－　91　一

て、需要供給の均衡条件にタイムラグの関係を導入して示すと、前期の生産物

の供給に対して、今期の需要が応ずる、ということになる。

　t期の生産物の価値
　　K、，一、＋W、，．、＋M、，＝：T、・　　　　　　（4・29）

　　K2，．－1十W2t＿1十M2t二T2t

　t十1期の資本財への需要
　　K、、一、（1＋・、）＋K、，一、（1＋・2）　　　　　（4・30）

　t十1期の消費財への需要
　　W、、一、（1＋・、）＋W，・一・（1＋・2）　　　　　（4・31）

ただし、sw＝0，　sp・＝1，　n　i，In・一定とする・

需給均衡条件は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

・

K・・一・（・＋・・）＋K・・一・（1＋「2）＝T・・　　　（4．32）

又はK1，十K2tニTlt
　　W・・一・（・＋・・）＋W・・一・（1＋・2）：T・・　　　（4．33）

又はWIt＋W2t宰T2t

　　K1，－1（1＋・1）＝K1・　　　　　　　　　　　　　　，
　　K2、一．1（1＋r2）＝K2・

　　WIt－1（1十r1）＝WIt

　　W2　t　．・1（1十r2）＝W2t　　　　　　　　　　　t

の関係がある。
　t期の生産過程において，前期の生産物が前貸しされる。それらはK1　t　一一1・

K2t＿1，WIt－1，W2t－1に等しい。生産過程でMitが付加される。このよ

うに理解することができる。

　さてs完全競争のメカニズムと寡占のメカニズムの比較において重要なの

は、むしろ貯蓄がすべては投資されないという場合である。この場合・資本財

価格が低下し、それが資本集約度を上昇させ、資本係数が上昇し、その結果、

均衡資本蓄積率と意図した資本蓄積率が一致するに至るというのが調整メカニ

ズムである。だが、もし寡占のメカニズムにおいて資本財価格が下方に硬直的

であると、価格低下からくる資本係数の変化の可能性が乏しくなる。意図した

資本蓄積率は均衡資本蓄積率より低下し、資本財は一層過剰となる。資本財の

過剰にもかかわらず、価格は下方に硬直的である。

　有効需要論を導入して、貯蓄が必らずしもすべて投資されるとは限らないと

いう想定をいれるなら、その場合に均衡発展の実現をもたらすためには、資本
1

i



財価格の弾力的変化が必要である。

　次に・部門間に格差のある場合について考察しよう。両部門の資本蓄積率

r1，　r2は次のようになる。

　　　　　　splm1
　　　　v1（1＋m1）＋1

　　　　　　sp2m2
　　　　v2（1＋m2）＋1

イ）v1＝v2・m1＝M2でsp1＞sp2ならr1＞r2，　F　l＝P2

ロ）v1＝v2・sp　＝　SP2でm1＞m2ならr1＞r2，　P1＞P2

ハ）m1＝m2・spl　＝　SP2でvl＞v2ならr1〈r2，　Pl＜P2

　通常v1＞v2の場合は・m1＞m2となる。さもなければv1を大ならしめる

動機はない。

　利潤率が等しくとも、規模の格差があるならば、利潤からの貯蓄性向に格差

が生ずる。したがって資本蓄積率に格差が生ずるだろう。これは（d）のケースで

ある。次に生産条件に優劣の格差があれば・（ロ》のケースが生じうる。次に、労

働者も貯蓄する場合について考えよう。労働者の貯蓄は外部資金として企業に

供給される。資金調達能力に格差がある場合、労働者の貯蓄を吸収する度合い

が異なり、資本蓄積率に格差が生ずる。簡単化のために、sp　・sp1　・sp2　＝1，

sw1　＝・　SW2，1＞sw＞0，　ml・・M2，　v1・・＝　V2を仮定し、規模の格差のみがあるとす

る。

　生産物の価値と、発生した所得の配分は

T・＝K・＋（1’“sw）W・＋－W・m＋一一：一・W・m＋…・wW・＋n＋、・wW・

T・＝K・＋（1－・w）W・＋耳互W・m＋一一一W・m＋一一・wW＋一・wW

需給均衡条件は次の通りである。

K・（　m十SW1十　　n十1）一（・一・w）W・（・＋監響

需給が均衡するためには・各部門の労働者の貯蓄が、次期における各部門の蓄

積と追加労母への支払たふりむけられねぽならない。だが資金調達能力の格差

があると、各部門の蓄積率は異なってくる。

　経済全体の平均貯蓄性向Soは

　　　　SW十m
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　　　　　　　　　　　　技術進歩、経済成長、価格

したがって、社会の総貯蓄量は

　　　　　　　　sw＋m
　　soYoニYo・　1十m

である。

　　　　SW十m
　　t＿　　「－n十1

とする。

　　　　　　　　　　n　　Wo（1十m）・rt・n
　　So＝Yo・r’°一丁耳7五＝　　　　1＋m

　　　　　　　　　　　　ニKo・r”

（541）　－　93一

（4．38）

（4．39）

（4．40）

資本財部門一の貯蓄の配分比率を・とすると・資欄門の蓄縫は

K、，、’－Y・・三留・n皐、・・

　　　　　、＝Ko・ro’・T

・一
告ならば…’一・2’

（4．41）

いま仮に一舟〉暑の関係があるとする・

型一kとする．k＞・，　kは、資本財部Frで形成される貯蓄と・資本縣門へ

投資される貯蓄の割舘示す・資本縣門の蓄翻ま「瞬なる゜
Kl

T、，－K、，一、（・＋・’k）＋W・（・＋・’k）＋M・（・＋・’k）（4・42）

消螺馨一、（、＋，rk）＋W，（・＋・’k）＋M・（・＋・’k）

＿経課熱撫懸）うこと…撫蓄の生

じ‘2難務鴻潔鞭鋤毬隷・体〔・6〕…麟

　　労働比率といっている。

ii

li

懸

瀟

｝

ll



」

nylt1　「w　帰｝

1一

2）通常・v・又はnの増大は、mを増大させると考えられる。　M・・f1（v），　m＝　f2（n）

　　　dm　　　　　dm

器一ヨ鵡韻鴇讐三）

dmi　mi（1十mi）

　vの増加によっても、ρが一定に保たれる条件は、

　　　dmi
　　　　　　　　1十vi
　これについては、ディキンソン〔2〕参照。

3）（4・・9）式の右辺のW1は、尊である．（4．・9）式は次のよう緻ためられる．

　　K・＋。＋、・pmK・雫＋｛薯m（・一・p）＋－ii・pmK1

ここから趨を求めることができる．

　　　KI　　n（n＋ms＋1）
　　　K2－mn＋n＋m＋1－mn・
　この関係は，Moravcik〔11〕参照。

4）　カルドア〔8〕参照。

　　　　　　　　　　　　5．技術進歩の波及効果

　技術進歩とその波及の問題を考える際に四つの前提がある。④資本財部門に

主導的役割を認めること、②労働より機械（資本財）をより多く用いる技術進

歩の方が、より一般的であること、③したがって、機械を労働に代替すること

によって技術進歩が誘発される面もあること。④技術進歩の前後において、一

定の労働量の価値生産性は不変であること、以上を前提とする。

　技術進歩による労働生産性の増大は、生産物単位当りに投下された総労働量

の節約として示す。総労働量は、資本財の生産に必要な労働量と、資本財を操

作するのに必要な労働量の合計である。技術進歩は、同一量の生産物を生産す

るに要する雇用量又は資本財量のいずれか、あるいは両方を節約する。

　記号

　　11……資本財一単位の生産に要する労働量

　　12……消費財一単位の生産に要する労働量

　　Xi…資本財数量

　　　　・・労働一単位当りの実質賃金率

　　Qi…各部門の生産物量



d

技術進歩、経済成長、価格

　αi…生産物一単位当り投下される資本財量

　βi…生産物一単位当り投下される雇用量

　x……資本財数量と雇用量の比率

次の関係がある。

　　　　Xl
αi＝一可
βi－一畿

（543）　－95一

（5、1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5、2）

α、瞭本財の投入職β、は労働の投入騰と呼ぶことができる・β1は・生

産物一単位当ちに投下される生きた労働量である。

各生産物の価値は次のようになる。

　1．11×1＋N1（1＋m1）＝＝　11Q1

　皿．　11×2＋N2（1＋m2）＝＝　12Q2

（5、3）式の両辺をQ1，　Q2でそれぞれ割ると・

　1．11a1＋β1（1＋m1）＝11

　皿．　11α2＋β2（1＋In2）＝12

生産財部門については、次のようにも表現できる。

　　1・一興i馨1）

又、次の関係がある。

　　　　Xi　αi
　　Xi　＝N－i　＝＝一βT

　　n…＝’痔iL－1・x・

苫い

（5、 3）

（5、4）

（5、5）

（5、6）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5、7）

　　　　このモデルでは、労働一単位あたりの価値を1とする。ところで、先

　　　は資本財姓産するの腰する労鵬間と・資本財を操作するの腰す

る労鵬間の割合であることを述べたが・厳密に言うと・資本財を操作するの

腰した労鵬間中、労瀦への支払いlfこあてられる部分と1・X・の割合であ

る。

　　Ni（1＋mi）＝生きた労働量

　　　　　　Ni＝支払労働量

　　　　Nimi＝＝不払労働量（剰余労働量）

以上の関係がある。
　（5、3）式、（5、4）式では、賃金率カミ生産物の価値蕨示にあらわれ

　1

1
1

　き

ill

　l

　　

　醤



　　一’　96　一（544）　第・5’巻第5号

搬1譜鷺マルクスモデルをそのまま輸かたちで蹴

　　　L1・X・＋12a・N・（1＋m、）－1、Ql

　　　ll　・1・X・＋12a2N・（1＋m。）－1。Q2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5、8）　　したがって

　　　L　11α1＋12a1β1（1＋m1）＝11

　　　　一12aiXi



》

　　　　　　　’謡燕∵…∴∴「

一一讐一／専一・　　　　（5・11）　　1
韻財部門の技縫歩は1，撚下させる・類飴率一定ならぽ・価儲

示の轟津増大させることになる・すなわち潰本使用白勺効果をもつ゜だ

か、消費財部門の技縫歩による1，の低下と剛割合で・頬飴率al力贈

大していくなら、n2は一定に保たれる。
技術進歩は部門間にさまざまなカ・たちで波及効果を及ぼすが・最㌻般的

と思われるケースは、資本財部門に主としてx・を増大させる技縫歩が生じ・

1、が低下し消費財部門において・・を増大させる技術が醗され・全体とし

てn，は安定かやや増大するという場合であろう。　　　　　　　　　　．

ところで、技縫歩の醗は、価格襯介にして行肋れる・1・の低下か・

そのまま資本財価格の低下敵映されるならぽ・それ瞭本購より多く使用

する技術を翻するであろう。それは註産齢より高める・だが」・の低下

が、　｛’IIIi格の低下敵映されないならば・す肋ち・価値と価格の灘が生ずる

急雛鰻難黙懲論襲繍写鷺臨警撃
駆下させ磁術があっても、あえてそれを採用せず・むしろx潅低下させ

る撚腿択することも生じうる。寡占経済に紺る価格の下搬直性は・ま

さにそのような磯齢内包するものである・次節こ爵ては価格娠乱

た二部門モデルを示し、価格の部門間波及の関係をみよう。

　　①　C．ケネディ〔12〕参照、その他〔13〕〔14〕も参照

　　　　　　　　　　　　　6．価格の波及関係

　次の記号を付加する。

　　記号
　P1……資本財価格

　P2……消費財価格

　σi…資本財の生産性

　77　i…通常の労働生産性

　　Ip1×1＋W1＋M1・　PIQ1
　　皿P、X，＋W，＋M、－P・Q・　　　　　（6・1）

　これは次のようになる。

　　Ip、X、＋w・N・（1＋m・．）　・・　P・Q・

卜

亀

4

1

11∈

ll

lI

l
il

　

li

l

／

／

，　ii

i1



一べ

t

一
　98　－　（546）

第　15巻　　第5号

fl　PIX2＋w2N2（1＋m2）＝P2Q2

あるいは

1　（PIX1＋w1N1）（1＋p1）；PIQl

H（P・X・＋w・N・）（1＋P。）－P。Q2

生産物単位当り価格であらわすと

G
（i

　　βi・＝一一＿

の関係がある・したカ・って（6．4・）i・・Steま次のようになる

P・＝： （壽＋苛）（・＋P、）

P・〒（券＋考）（・＋P、）

　P1＝（P1α1＋Wlβ1）（1＋ρ1）

　P2＝（P1α2＋w2β2）（1＋P2）

　P1＝P1α1＋w1β1（1＋m1）

　P2　＝Plα2＋w2β2（1＋m2）

　　　1
αi＝一一一
　　　ai

　　　1
　　　ηi

O

（6．2）

（6．3）

（6．4a）

（6．4b）

　（6．5）

（6．6）

認長轟漏＿投蕊〉嫌鵡1関数で．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6．7）

壽は・資本財価格と資本財蝋の比率であり、資本財コストとも名づ

うる・苛は・貨幣賃金率と生産性の割合である．これは∴わゆる賃金

ストである。

P・一（1＋ρ・）＋誇一（1＋P、）

　　　＝P・α・（1＋P・）＋w・β・（・＋ρ・）　　　　（6．8）

（6・8）式は次のようにもあらわせる。

P・一 畿聯　　　　　（6．9）
P・一 壽（・＋P・）＋考（・＋P。）

　　　＝P・α・（1＋ρ・）＋w・β・（・＋ρ・）　　　（6．、。）

∂Pi　　　　　　∂Pi　　　　∂Pi

る・瀟働腰素の投入騰繊少させる．価格厳雛輝の減少徽で
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t・一・一一…一一一一一一ぴ一一搾

（547）　－　99　一

ある。Plはα1，β1，　w1，　p1であらわされるから、　P2も、結局、これらで表

示できる。

P一
腰ll溜α・＋w・β・｝（・＋ρ・）

　　　－w・、塁謙襯）α・（・＋ρ・）＋w・β・（・＋ρ・）　（6…）

　技術進歩は、労働の生産性を増大させるが、それは単にηiの増大を意味す　”

るわけではないo

　P1η1・＝Plx1十w1（1十m1）

　　　＝（Plx1十w1）（1十P1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6．12）
　P2η2　・Plx2十w2（1十m2）

　　　＝（Plx2十w2）（1十P2）

ηiはそれぞれ次のようにあらわせる。

η・－x・＋9ti（・＋m・）

一
（x・＋署1）（・＋P・）

η・一 是x・＋葺（・＋m・）

一
（睾lx・＋睾）（・＋ρ・）

（6．12）式から

P・－w寄薯1）

　　　w1（1＋P1）
η1－x1（1＋ρ1）

P・－Plx2＋陽量（1＋m2）

（6．13）

（6．14）

　　　（Plx2＋w2）（1十P2）
　　一　　　　　η2

　技術進歩が？7　iを増大させても、それがXiの増大を伴なって生ずる揚合に

は、Xiの増大を上廻る07　iの増大がなけれぽ、技術進歩とは言えない。Xiの

増大を上廻るηiの増大があれぽ、価格は低下する。

　技術進歩はαi又はθiを低下させる。資本部門について言うと

P・一睾綴鴇｝において・w・・P・が一定ならα・又はβ・の低下は・P・

曳



げ

｛
f

、

一 100－　（548） 第　15巻　　第5号

を低下させる。寡占経済においてα1，β1の低下にもかかわらず、P1が一一

保たれるとすると、w1（1＋p1）は増大する。それはw1の上昇かρ1の上

吸収される。

　この価格決定式において、P、はマークアップレートをあらわす。αi（1＋

とβ、（1＋Pi）は、それぞれ資本財価格、貨幣賃金に対する価格の感応性を

わす。これらの値が大きい程、資本財価格、貨幣賃金率の変化の効果は

い。この関係を、タイムラグを付して示すと、次のようになる。

　　PIt＝PIt－＿1α1t－1（1＋h）＋wlt－1β1t－1（1＋P1）

　　P2t＝PIt－1α2t＿1（1＋ρ2）＋w2t－1β2　t－1（1＋，2）　　　（6．15）

αi（1＋Pi）＞1ならぽ、資本財の価格変化の波及効果は発散的である。

αi（1＋Pi）＜1ならば、資本財の価格変化の波及効果は、収轍的である。

　Wiの変化に対しても、βi（1＋ρi）≦1に応じて同様のことが言える。

　資本財部門の方が大規模で、α1＞α2，β1＜β2であったとしよう。資本

格の変化は、P1＝P2とすると、資本財部門自身により強く影響する。技

歩の成果が、価格低下に吸収される場合には、資本財部門自身に価格低下

及効果は大きくあらわれる。P1の低下は、　x、を増大させる動機を強める。

が大なる程、この効果は大になり、それは更に相対的にαiを大ならしめ

あろう。だが、資本財部門を例にとると、α1が大になりう為範囲は限られ

る。すなわちα1〈1である。そうでなければα1≧1となるど、生産の意

失うからである。

　逆に資本財部門に独占が支配し、P1が上昇する場合についてみると、　P

上昇の効果も、同じく資本財部門自身により強く波及する。したがって、

財部門では、x1を低下させる動機が働らく。

　次に、技術進歩の成果が貨幣所得の増大に吸収される場合についてみよ

貨幣所得の増大が、貨幣賃金の上昇に吸収されると、もし貨幣賃金が全部

同一化するならば、β，の大きな部門の方が、貨幣賃金．ヒ昇の影響を強く

る。β1＜β2とすると、資本財部門の技術進歩が貨幣賃金の上昇をもたら

ならぽ、消費財部門ではη2不変のもとでW2が上昇するから、　W2／η2す

ち賃金コストが上昇する。消費財部門でばコストプッシュイソフレーショ

生ずる。

　今日の経済状態は、こうした寡占経済の価格体系を反映した点が、かな

きいと思われる。たとえぽ、1920年代以後、特にアメリカにおいては、両

の資本係数が接近した事実が挙げられる。その理由の一つとして、耐久消



♂

部門の発展による消費財部門の大規模化という事実が挙げられるが・資本財部

門における独占が、v1を低下させている点も見逃せない。

　　　　　　PIXi
　　Vi＝＝　＋P－liQ　i＝？1X，

　　　　　一＿一一＿1
　　P1　αi

　　　P1αi

　－Pi－Piai

　　　　P1α1
v1＝’ P至（1一α、）

　　　　1一α1

　　　　　　P1α2’
　　v2ニ’P＝Pf再

　　　　　P32　　　　　　　（6・・8）
　　　　　P’M；一α2

P1が相対的に上昇すると、α1は低一Fの傾向をもつ。他方P2がP1より相対的

に低下するため、v2は相対的に上昇する。かくて、資本財価格の上昇は、両部

門の資本係数を接近させ、生産性格差を縮少させる傾向をもつ。

　又、利用度低下と価格上昇の併存は、次のように説明される。利潤率は

　　　　　　　　　WiNi主一1m

pitQit二（Plt－2～」上1土璽」Nit：：1）＿

　　　　　　　　　　　　し

利用度をuとし、u＜1とする。実際に稼動される資本財は、　Plt－1uiXit－1

である。したがって

　　　　　　　　PitUiXlt－1

　　　　　　　　　　αi

とならねぽならない。だが利用されない資本財部分も、

かくて利潤率は



ρ・・一一一
読rP・・一一｛P・・一・X・・一、＋wN・

　　　　　　　　P・・一・X・こ1子栃N7苛一脚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6．22）

畿鶏藩懇膿凱尉綴u禦漢驚趣霧

す蟻鍵繕驚1・、論鵬犠盗期の資本蓄難
　　It＝UiXit－1（1十r〃）

と考えることができる。

u＝1の場合には
　　It＝・Xit－1（1十r）

賠需要が・翻礁の翻のもとで鰍しうるためには、
　　uX・・一・（1＋・”）≧X・・一、（1＋，）

でなければならない。

　　　　1十r

　　・”≧（－if・一一・）ト

u〈1であるから

　　i『－1＞0・一〉・

したがつて・≧審であるためにをま・・〃はきわめて大鵬ねば励し、．

総篇購嶽欝して多量に保有しなけ襯らない・そのため

　　　　　　　m1



一一一di－一一一一・岬一…一・一…一．円’t・’一一・・rT・v・e・・一一・一一一一幣押』一
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技術進歩、経済成長、価格 （551）　－103一

であった。今、仮にv1が一一定とすると、　P1を決定するものはm1である。　m1

よ、一つには力関係によって決まる。だが、それを越えて、企業が価格政策に

よって、というよりは投資率の調節を通じての価格変化によって、ある程度

m1を動かしうる。他方s投資そのものはm1によって限定される。　m1が抑え
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

られた範囲で価格を上昇させるには、投資率の増大による価格上昇ではなく、

むしろ投資の抑制による価格の上昇、需要以下での供給による価格の上昇によ

る他ない。このような独占的企業の行動は、成長を一層弱めるであろう。
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